
和歌山県立医科大学
放射線医学教室

佐藤  守男

［事務局］
奈良県立医科大学放射線医学教室内
〒634-8522 奈良県橿原市四条町840
TEL:0744-29-8900　FAX:0744-24-1988
E-mail : rad@naramed-u.ac.jp

18

日　時 ：
2014年6月21日（土） 
11：00～17：05

会　場 ：
ホテルアバローム 紀の国
3F 孔雀の間
和歌山県和歌山市湊通丁北2-1-2 
TEL：073-436-1200
※開催当日に受付にて参加会費3,000円を申し受けます。

同日に第20回日本血管内治療学会総会が
開催されております。

詳細はWebサイトをご参照ください。
http://stentgraft.kenkyuukai.jp/information/



プログラム
●開会の辞 11：00～11：05

和歌山県立医科大学　放射線科　佐藤 守男 先生

　　　　　座　　　　　長　　国立病院機構　大阪南医療センター　放射線科　神納 敏夫 先生
　　　　　コメンテーター　　名古屋大学医学部附属病院　血管外科　　　　　古森 公浩 先生

1. 金属接触部位での動脈瘤発症を繰り返した一例
　日本海総合病院　心臓血管外科
　大塲栄一、安本　匠、金　哲樹、内野英明、阿部和男、島貫隆夫
2. EVAR後のendoleak typeの鑑別にCO2-DSAが有用であった1例
　長崎大学病院　放射線科1、心臓血管外科2

　末吉英純1、鬼塚浩徳1、長山拓希1、坂本一郎1、上谷雅孝1、三浦　崇2、谷川和好2、江石清行2

3. EVAR術後遠隔期に脚が逸脱した2症例に対する修復法の工夫
　日本大学医学部心臓血管・呼吸器・総合外科
　梅田有史、前田英明、服部　努、中村哲哉、河内秀臣、飯田絢子、石井雄介、河野通成、塩野元美
4. Zenith inverted limbで治療しえた低位腎動脈を有する総腸骨動脈瘤に治療した一例
 奈良県立医科大学　放射線科1、胸部心臓血管外科2

　岩越真一1、市橋成夫1、伊藤博文1、 多林伸起2、廣瀬友亮2、谷口繁樹2、吉川公彦1

5. DeBakey II型急性大動脈解離に対するBentall手術＋全弓部置換術後に残存Kommerell憩室に対してTEVARを
　施行した一例
 兵庫県立姫路循環器病センター
　幸田陽次郎、川崎竜太、大村篤史、立石直毅、谷　一宏、酒井麻里、邉見宗一郎、木下めぐみ、南　一司、村上博久、
　本多　祐、松田　均、吉田正人、向原伸彦

セッションⅠ（EVAR/TEVAR　合併症・工夫） 11：05～11：55

　　　　　前半　座　　　　　長　　松原徳洲会病院　大動脈ステントグラフト・血管内治療科　阪口 昇二 先生
　　　　　　　　コメンテーター　　森之宮病院　心臓血管センター　　　　　　　　　　　　　加藤 雅明 先生

　　　　　後半　座　　　　　長　　森之宮病院　心臓血管センター　　　　　　　　　　　　　加藤 雅明 先生
　　　　　　　　コメンテーター　　松原徳洲会病院　大動脈ステントグラフト・血管内治療科　阪口 昇二 先生

6. 瓢箪状形態を呈した腎下部腹部大動脈瘤に対し、単管状ステントグラフトを用いて血管内治療を行った1例
　～策士、策に溺れる～
　京都府立医科大学　心臓血管外科
　山本経尚、岡　克彦、坂井　修、山崎祥子、夜久　均
7. 慢性解離性胸腹部大動脈瘤に対するTEVARで，術中内膜損傷により腹腔動脈起始部のカバーを要した一例
　山形大学医学部外科学第二講座
　山下　淳、内田徹郎、渡邉大介、高橋　愛、廣岡秀人、林　潤、水本雅弘、黒田吉則、浜崎安純、五味聖吾、貞弘光章
8. 腕頭動脈瘤破裂に対するステントグラフト留置時に腕頭動脈解離をきたした1例
　NTT東日本札幌病院心臓血管外科
　松崎賢司
9. TEVAR後に上行大動脈解離を発症した一例
　新潟大学医歯学総合病院　第二外科
　岡本竹司、榛澤和彦、佐藤裕喜、青木賢治、名村　理、土田正則

10. Y graft術後、中枢側吻合部の仮性動脈瘤切迫破裂に対するEVARの経験
　明理会中央総合病院　心臓血管外科
　加藤一平、津村康介、岩倉具宏

11. 腸管虚血回避のため2回に分けてEVARを行った腹部大動脈瘤破裂症例
　名古屋第二赤十字病院　血管外科・心臓外科
　井尾昭典、秋田　翔、藤田　山、田中啓介

12. 破裂性腹部大動脈瘤に対する緊急EVAR後にタイプⅡエンドリークにより再ショックとなった1例
　聖マリアンナ医科大学放射線医学講座1、外科学講座（心臓血管外科）2

　小川普久1、西巻　博2、千葉　清2、蘆　大潤2、小野裕國2、桜井祐加2、藤原圭史1、宮入　剛2、中島康雄1

13. 破裂腹部大動脈瘤ステントグラフト留置後にtype II endoleakによる持続出血に対して血管内治療，
　開腹除圧を一期的に施行し救命された1例
　社会医療法人財団　石心会　川崎幸病院　放射線IVR科
　長谷聡一郎、山﨑元成、岩村弘志、西村潤一

セッションⅡ（術中トラブルからのBail out、破裂例に対するEVAR）　共催会社　第一三共株式会社 13：00～14：20

休　　　　　憩 11：55～13：00



●閉会の辞

奈良県立医科大学　放射線科　吉川 公彦 先生

17：00～17：05

　　　　　座　　　　　長　　愛知医科大学病院　放射線科　　　石口 恒男 先生
　　　　　コメンテーター　　慶応義塾大学病院　心臓血管外科　川口 　聡 先生

14. 腹部ステントグラフト内挿術後に大動脈瘤腸管瘻を発症した1例
　財団法人脳神経疾患研究所付属総合南東北病院   心臓血管外科
　緑川博文、菅野　恵、高野隆志、渡邉晃佑、植野恭平、滝浪　学

15. 大動脈十二指腸瘻から出血し、緊急EVARを施行した炎症性瘤の1例
　住友病院　放射線科1、心臓血管外科2、済生会中津病院　心臓血管外科3、神戸労災病院　心臓血管外科4

　山本浩詞1、金森大悟1、坂本篤彦1、田中陽介2、安宅啓二2、溝口和弘3、井上恭三4

16. 腹部大動脈瘤術後二次性大動脈小腸瘻に対して、EVAR後、二期的腸管切除及び腋窩-大腿動脈バイパスにより
　救命しえた1例
　和歌山県立医科大学　放射線科1、心臓血管外科2

　生駒　顕1、中井資貴1、佐藤大樹1、佐藤守男1、本田賢太朗2、西村好晴2、岡村吉隆2

17. 頸部皮下血腫で発見された感染性胸部下行大動脈瘤破裂・食道瘻の1例
　山口県立総合医療センター外科
　溝口高弘、善甫宣哉、永瀨　隆、松本　亮、三好康介、深光　岳、田中史朗、宮崎健介、杉山　望、金田好和、須藤隆一郎、
　野島真治

18. 尿管-腸骨動脈瘻に対するステントグラフト内挿術後のステントグラフト感染の一例
 神戸大学附属病院　外科学講座心臓血管外科1、放射線科2

　野村佳克1、後竹康子1、山中勝弘1、辻本隆紀1、山本真由子1、池野友基1、松枝　崇1、山里隆浩1、井澤直人1、宮原俊介1、
　坂本敏仁1、森本直人1、井上　武1、松森正術1、岡田健次1、岡田卓也2、山口雅人2、杉本幸司2、大北　裕1

セッションⅢ（感染1　大動脈消化管瘻・その他） 14：20～15：10

　　　　　座　　　　　長　　愛知医科大学病院　血管外科　　　石橋 宏之 先生
　　　　　コメンテーター　　三重大学医学部　放射線医学教室　加藤 憲幸 先生

19. Total debranching TEVAR にて術後paraplegiaを発症した慢性大動脈解離の1例
　筑波記念病院　心臓血管外科1、三井記念病院　心臓血管外科2

　河田光弘1、竹谷　剛2、岡村賢一1、森住　誠1、末松義弘1

20. 上行大動脈術後仮性動脈瘤に対しTAGを留置した1例
　日本医科大学　放射線医学1、心臓・血管外科2

　小野澤志郎1、田島廣之1、村田　智1、嶺　貴彦1、栗田二郎2、師田哲郎2、新田　隆2

21. 2 debranched TEVAR後 typeⅠ endoleakに対しReal Chimney Techniqueを用いることで良好な結果が得られた一例
　森之宮病院　心臓血管外科
　新垣正美、加藤雅明、大久保修和、久保陽司、伊佐治寿彦

22. 慢性Ａ型大動脈解離へのfenestrated in-situ total endovascular repairの1例
　いわき市立総合磐城共立病院　心臓血管外科　小切開心臓手術―大動脈ステントグラフトセンター1、
　福島県立医科大学　心臓血管外科2

　近藤俊一1、六角　丘1、坪井栄俊1、入江嘉仁1、横山　斉2

23. 弓部大動脈瘤に対し脳分離循環下にsquid capture modified in situ stent-graft fenestration techniqueを用いた
　Zone 0 TEVARの1例
 大分大学医学部　臨床医学系　放射線医学講座1、心臓血管外科心臓血管外科学講座2、大分岡病院　放射線科3

　亀井律孝1、本郷哲央1、徳山耕平1、井手里美1、清末一路1、松本俊郎1、森　宣1、和田朋之2、川野まどか2、宮本伸二2、
　首藤利英子3

セッションⅣ（弓部大動脈瘤（特にZone0-2）症例に対するTEVARの工夫） 15：20～16：10

　　　　　座　　　　　長　　大阪市立大学大学院医学研究科　放射線医学教室　堺　 幸正 先生
　　　　　コメンテーター　　山口県立総合医療センター　外科　　　　　　　　善甫 宣哉 先生

24. HIV陽性患者の梅毒感染性胸部大動脈瘤に対してTEVAR 施行した一例
 横浜市立大学附属市民総合医療センター   心臓血管センター 外科1、横浜市立大学　外科治療学　心臓血管外科2

　松木佑介1、井元清隆1、内田敬二1、輕部義久1、安田章沢1、宮本卓馬1、富永訓央1、根本寛子1、増田晴彦1、益田宗孝2

25. 慢性大動脈解離術後人工血管吻合部感染に伴う仮性動脈瘤に対してのTEVAR並びに塞栓術で3ヶ月間の止血をえた1例
　昭和大学医学部　放射線医学講座1、川崎幸病院　放射線IVR科2

　保坂憲史1、2、長谷聡一郎2、崔　翔栄1、山﨑元成2、西村潤一2、後閑武彦1

26. タイプ1aエンドリークに対しコイル塞栓を併施した感染性胸部大動脈瘤の1例
　愛知医科大学　血管外科1、放射線科2

　折本有貴1、石橋宏之1、杉本郁夫1、山田哲也1、只腰雅夫1、肥田典之1、丸山優貴1、石口恒男2

27. 感染性胸部下行大動脈瘤の再発に対してredo TEVARを施行した一例
　心臓病センター榊原病院　心臓血管外科
　近沢元太、平井雄喜、鈴木康太、白谷　卓、平岡有努、都津川敏範、田村健太郎、石田敦久、坂口太一、吉鷹秀範

28. 感染性胸部大動脈瘤に対するbridging therapyとしてのTEVAR
 名古屋大学大学院血管外科
　坂野比呂志、徳永晴策、田畑光紀、小山明男、宮地紘樹、前川卓史、杉本昌之、児玉章朗、成田裕司、山本清人、古森公浩

セッションⅤ（感染2　感染性胸部大動脈瘤） 16：10～17：00

休　　　　　憩 15：10～15：20


